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ール と、風にたなびく白あるいは自然界の五大要素が象徴 された5種 に彩 られた小旗だ。ヒ
マラヤからの強風を受けながら、多数の小旗がばたばたと音をともないこちらに迫ってくる















かりに気をとられていると、風に飲み込まれ、終には何 も残らなくなる事態に陥った りは し
ないだろ うか。誰のために、何のために学術探求を目指すべきかとい う基本的視点だけは簡
単に流されてはいけない。ブータンの強風に負けずに凛 とそびえ立つ、ポールのように。次
世代の学術、人間形成を支えるもっとも重要な営み、「教育」とは何かを多角的な視点で検
証 し、現場に生かすべき価値ある方法論の探求。その先には、日本の、そして人類の存続が
かかっている。
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